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・
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□
条
例
制
定
・
改
正

○
白
浜
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

白
浜
町
営
住
宅
の
一
部
用
途
廃
止

　

に
伴
う
、
町
営
住
宅
の
戸
数
変
更

　

に
関
す
る
改
正
を
行
う

○
白
浜
町
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ

る
町
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援

　

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に

　

伴
い
、
町
税
の
特
例
に
関
す
る
事

　

項
に
つ
い
て
、
条
例
を
制
定

○
白
浜
町
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

手
話
に
対
す
る
理
解
及
び
手
話
の

　

普
及
を
促
進
し
、
手
話
が
使
用
さ

　

れ
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

　

で
、
全
て
の
町
民
が
共
生
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

　

目
的
に
条
例
を
制
定

□
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

５
億
４
，
６
７
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
２
５
億
６
，
９
０
０
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
議
会
費
】

・
議
場
音
響
設
備
更
新
事
業

１
，
３
０
０
万
円

【
総
務
費
】

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
定

事
業

１
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
事
業

２
億
円

【
民
生
費
】

・
湯
崎
保
育
園
新
園
舎
建
築
事
業

６
，
３
０
０
万
円

【
衛
生
費
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

１
億
２
，
８
４
２
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
経
営
継
承
・
発
展
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　

１
０
０
万
円

【
観
光
費
】

・
白
浜
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
事
業

７
２
０
万
円

・（
し
ら
と
り
鶏
肉
加
工
場
）
共
同
作

業
場
汚
水
処
理
施
設
撤
去
事
業

９
，
５
５
０
万
円

【
教
育
費
】

・
小
中
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業

１
１
８
万
円

▷▷ 令和３年第３回定例会 （９月７日～９月２２日）

２NO.62

9/7 第１日　【　開会、町長挨拶、提案理由説明　】　
　・会期の決定
　・提案理由説明（専決処分承認２件、条例制定・改正３件、補正予算５件、報告２件、他１件）

9/17 第２日　【　一般質問　】
　・水上議員、松田議員、楠本議員、正木議員　※ P7 ～ P8 に内容記載

9/18 第３日　【　一般質問　】
　・長野議員、廣畑議員、小森議員、辻議員　※ P9 ～ P10 に内容記載

9/21 第４日　【　提案理由説明、特別委員会の設置、議案審議　】
　・追加議案の提案理由説明（決算認定９件、報告３件、補正予算１件、計画策定１件）
　・決算審査特別委員会の設置
　・議案審議（専決処分承認２件、条例制定・改正３件、補正予算５件、報告４件、他１件）

9/22 第５日　【　議案審議、閉会　】
　・議案審議（補正予算１件、計画策定１件、報告１件、人事案件２件）
　・委員会発議案件（意見書の提出１件、閉会中の継続調査・審査申出　各１件、他１件）
　　※提出した意見書は P14 に内容記載



・
学
童
保
育
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

補
助
金

２
０
０
万
円

・
し
ら
と
り
ス
ポ
ー
ツ
広
場
整
備
事
業

１
５
６
万
円

　
○
令
和
３
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
億
１
，
９
７
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
２
６
億
８
，
８
７
０
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
民
生
費
】

・
生
活
応
援
商
品
券
配
布
事
業

１
億
１
，
９
７
０
万
円

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

３
，
１
２
７
万
６
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

29
億
91
万
２
千
円

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

７
，
１
４
４
万
１
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

32
億
８
，
１
０
１
万
２
千
円

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

５
４
６
万
７
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

９
，
４
１
９
万
８
千
円

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

（
予
算
組
替
に
よ
る
）
０
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

４
億
１
，
０
０
０
万
円

□
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
に
継
続

審
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

委
員
は
次
の
と
お
り

【
委
員
長
】
廣
畑　

敏
雄

【
副
委
員
長
】
堅
田　

府
利

【
委

員
】
正
木　

秀
男

南　
　

勝
弥

                   

小
森　

一
典

                                

松
田　

剛
治

□
土
地
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

【
譲
渡
し
た
土
地
】

・
白
浜
町
中
字
上
地
１
６
９
９
番
１

墓
地
３
，
６
８
０
㎡

・
白
浜
町
中
字
上
地
１
６
９
９
番
３

墓
地
１
，
４
７
１
㎡

【
譲
渡
の
相
手
方
】

・
中
区　

代
表
者　

金
地　

孝
雄

□
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
へ
の
意
見

次
の
方
を
適
任
と
認
め
た
。（敬

称
略
）

・
秋あ
き
た田　

昌ま
さ
み美
（
才
野
）

・
深ふ
か
み見　

邦く
に
お男
（
栄
）

□
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

承
認
し
た
。

○
白
浜
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び

白
浜
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
○
物
損
事
故
に
対
す
る
損
害
の
賠
償

□
報
告
と
質
疑

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

○
第
24
期
南
紀
白
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

放
送
株
式
会
社
経
営
状
況
の
提
出

　

に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
公
益
財
団
法
人
白
浜

　

医
療
福
祉
財
団
経
営
状
況
の
提
出

　

に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

　

報
告
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報

　

告
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
継

　

続
費
精
算
報
告
に
つ
い
て

□
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

○
白
浜
町
（
日
置
川
地
域
）
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴

い
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
目

指
す
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る「
白

浜
町
（
日
置
川
地
域
）
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
」
を
策
定
し
た
。

３ NO.62
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令
和
４
年
度
の
完
成
に
向
け

白
浜
町
立
湯
崎
保
育
園
を
建
築
し
ま
す

Pick up! 1

Pick up!
　

　令和３年第３回定例会では

　　　当局提出議案　１６件、

　　　議員提出議案　　 ４件、 について審議されました。

　　　　　　今号では審議された提出議案のうち、

　　　　　　　　　５件をピックアップしてご紹介します。

　　　　　　

問
前
候
補
地
の
建
設
に
際
し
、
入
札
が
不

落
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
今
回
の
補

正
予
算
で
は
、
資
材
の
高
騰
を
含
め
、
十

分
な
事
業
費
を
確
保
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

答
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、資
材
の
高
騰
、

建
物
の
構
造
の
変
更
を
含
め
、
適
正
な
金

額
を
積
算
・
確
保
で
き
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問
将
来
的
な
園
舎
の
統
合
も
見
据
え
、
構

造
を
鉄
骨
造
り
に
変
更
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
園
舎
統
合
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
将
来
的
に
園
児
数
が
減
少
し
た
場
合
に

は
、
運
営
の
合
理
化
を
図
る
観
点
か
ら
園

舎
の
統
合
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
が
、

現
時
点
で
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問
将
来
的
に
保
育
園
の
公
設
民
営
を
実
施

す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答
現
時
点
で
は
民
間
に
運
営
を
委
託
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（現在の白浜町立湯崎保育園）

8,000

59,060

54,750

2
3
,
8
7
0

25,800

5
,
7
0
0

2
,
1
0
0

3
,
8
0
0

5
,
2
0
0

3
0
0

3
0
0

5,690

2
,
1
0
0

1
6
,
9
0
0

6,000

N O .

A.01

D A T E M  A  P  .  N  A  M  ES C A L E

有限会社 北  田  設  計
和歌山県日高郡美浜町和田 1 1 3 8 - 6 2 T E L  0 7 3 8 - 2 2 - 8 4 3 0

O  W  N  E  R  :  C  L  I  E  N  T 資　　　格 担　当

一級建築士第 1 9 6 3 1 2 号　　稲谷好且一級建築士第 2 8 4 4 0 6 号　　北田忠史’21.
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歩道

園庭

駐車場

LPG庫

軽車両

普通車用

1・2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 子育て

16人 10人人員

年齢別他 職員

18人

合計

87人6+12＝18人

白浜町消防庁舎

12人11人

UP

5歳児 子育て

更衣室

職員室

UP

ｼｬﾜｰ

職員
出入口

職員
トイレ

多目的
トイレ

音
響

WC

倉庫

収
納

廊下 ホール

屋外
倉庫

A　37.05

A　36.37A　50.48

50.48/1.98＝25.4人

収
納

収
納

屋外デッキ

出入口

出入口

出入口

倉庫 階段

手洗・足洗場

WC

食品庫

検収

下処理厨房

収納

LIFT

前
室

下足

出入口

出入口 出入口

A　44.41

6人　×3.3＝19.8㎡

12人×1.98＝23.76㎡
計43.56㎡

1・2歳児

教
材
収
納

玄関

医務室

カウンター

スロープ

WC

下足

休憩室

一・二下足

三
・四
下
足

本棚

配膳物置

出入口

踏込

ゴミ
置場

1：150湯崎保育園　新築工事 配置図
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SBM1 
10.00

0
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10.12

10.33
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10.03

メンテナンス用扉

シャワー
手洗い

インターホンは配膳室と調理室へ

目隠し
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ｶｰﾃﾝ
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ｶｰﾃﾝ

電気盤
関係

キュービクル
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（湯崎保育園新園舎建築図）

消
防
本
部

←　白浜警察　（空港湯崎線）　白浜町役場　→
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生
活
応
援
商
品
券
配
布
事
業

（
第
２
弾
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

事
業
者
支
援
事
業
の
受
付
期
限
を
延
長

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

○
事
業
概
要

　

よ
り
多
く
の
事
業
者
の
方
に
活
用
い
た

　

だ
く
た
め
、
事
業
者
支
援
事
業
（
経
営

　

支
援
臨
時
給
付
金
事
業
及
び
事
業
継
続

　

推
進
補
助
金
）
の
申
込
受
付
期
限
を
延

　

長
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
事

　
業
者
へ
の
事
業
継
続
の
支
援
を
図
る
。

○
申
込
受
付
期
限

　
（
延
長
前
）
令
和
３
年
９
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
（
延
長
後
）
令
和
３
年
11
月
30
日

○
補
助
対
象
者
・
補
助
対
象
事
業
等

　

補
助
対
象
者
及
び
補
助
対
象
事
業
等
の

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
観
光
課
観
光
商
工

　

係
（
４
３
ー
６
５
８
８
）
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
配
布
対
象
者

　
令
和
３
年
10
月
１
日
に
、
白
浜
町
の
住

     
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

○
配
布
額

　
１
人
に
つ
き
、
商
品
券
５
千
円
分

　
　
　
　
　
　
　
（
５
百
円
×
10
枚
綴
り
）

○
配
布
方
法

　

特
別
な
事
情
を
除
き
、
同
居
世
帯
員
の

　
分
を
一
括
し
て
世
帯
主
に
郵
送

○
配
布
開
始
日

　
郵
送
開
始
：
令
和
３
年
11
月
中
旬

　
使
用
期
限
：
令
和
４
年
１
月
末

○
取
扱
店
舗

　
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
取
扱
店　
ほ
か

Pick up! 2

Pick up! 3

見　本
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白
浜
町
手
話
言
語
条
例
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た

白
浜
町

（
日
置
川
地
域
）
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

問
手
話
言
語
条
例
は
ど
う
い
っ
た
目
的
で

制
定
さ
れ
ま
し
た
か
。

答
手
話
に
対
す
る
理
解
及
び
手
話
の
普
及

を
促
進
し
、
手
話
が
使
用
さ
れ
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
町
民
が

共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
町
民

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
あ
り
ま
す
か
。

答
町
が
推
進
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

問
町
が
推
進
す
る
施
策
に
は
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

答
次
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
手
話
に
対
す
る
理
解
及
び
普
及
。
②
手

話
に
よ
る
意
思
疎
通
や
情
報
取
得
。
③
手

話
通
訳
者
の
派
遣
等
、
手
話
に
よ
る
意
思

疎
通
の
支
援
。
④
手
話
奉
仕
員
の
養
成
。

⑤
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
。

問
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
と
は
ど
う

い
っ
た
計
画
で
す
か
。

答
過
疎
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
過
疎
地

域
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
た
め
に
策
定

す
る
計
画
で
す
。

問
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な

利
点
が
あ
り
ま
す
か
。

答
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
国

か
ら
次
の
よ
う
な
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

①
過
疎
対
策
事
業
債
の
発
行

　

ハ
ー
ド
事
業
、
ソ
フ
ト
事
業
を
対
象
と

　
し
た
地
方
債
措
置

②
国
庫
補
助
率
の
か
さ
上
げ

　

公
立
小
中
学
校
、
保
育
所
等
に
関
す
る

　
国
庫
補
助
率
の
か
さ
上
げ

③
国
税
の
特
例
、
地
方
税
の
減
収
補
填
措
置

な
ど

Pick up! 5

Pick up! 4
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水
みずかみ

上 久
く み こ

美子 議員

問
役
場
は
耐
震
補
強
で
延
命
化
を
図
っ

た
が
、
安
全
性
、
狭
隘
化
の
抜
本
的
な

解
決
に
な
ら
ず
、
図
書
館
本
館
と
白
浜
、

富
田
、
日
置
川
分
室
も
老
朽
化
、
狭
隘

化
が
進
み
整
備
が
求
め
ら
れ
久
し
い
。

財
源
確
保
や
具
現
化
、
建
設
に
向
け
新

た
な
考
え
を
問
う
。

答
平
成
26
年
２
月
に
「
白
浜
町
図
書
館

整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
新
図
書
館
を
始
め
新
庁
舎

建
設
を
含
め
た
全
体
構
想
等
に
つ
い
て

は
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
向
け
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
基
金
の
積
立
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
着
手
し
た
い
。

問
市
松
模
様
の
ロ
ゴ
入
り
バ
ッ
ク
パ
ネ

ル
は
記
者
会
見
の
背
景
や
イ
ベ
ン
ト
取

材
背
景
に
映
り
込
む
。
導
入
提
案
す
る

が
如
何
か
。

答
協
定
の
調
印
式
等
で
は
、
町
章
等
の

入
っ
た
パ
ネ
ル
を
随
時
自
作
し
て
い
る

が
、
今
後
、
庁
舎
内
で
の
常
設
の
是
非

を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

町
営
墓
地
の
管
理
に
つ
い
て

問
墓
終
い
が
増
え
放
置
墓
、
無
縁
墓
、

雑
草
、
地
盤
沈
下
等
調
査
と
対
処
、
課

題
対
策
を
問
う
。

　
　

答　
基
金
の
積
立
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
着
手
し
た
い

　

問　
役
場
新
庁
舎
や
図
書
館
建
設
の
見
通
し
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

松
ま つ だ

田 剛
たけはる

治 議員

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
支
援
や
若
者
定

住
促
進
等
を
目
的
と
し
た
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
財
源
確
保

の
面
か
ら
も
有
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
活
用
し
地
方
創
生
事
業
に
取

り
組
み
た
い
。

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
災
害
時
に
指
定
避
難
所
や
病
院
等
に

お
い
て
、
お
湯
等
飲
料
を
提
供
で
き
る

災
害
対
応
型
紙
コ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機

の
設
置
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
災
害
時
に
お
湯
や
水
を
提
供
で
き
る

た
め
、
自
動
販
売
機
更
新
時
に
お
い
て
、

災
害
対
応
型
紙
コ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機

導
入
の
検
討
や
、
有
効
性
な
ど
も
広
く

周
知
し
て
参
り
た
い
。

問
災
害
時
で
の
要
配
慮
者
の
幅
広
い

移
動
体
制
の
確
立
の
た
め
、
実
効
性
の

あ
る
協
定
を
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
と
締

結
し
、
さ
ら
に
タ
ク
シ
ー
運
賃
補
助
の

拡
充
に
取
り
組
め
な
い
か
伺
う
。

　
　

答　
積
極
的
に
活
用
し
、
地
方
創
生
事
業
に
取
り
組
む

　

問　
定
住
促
進
等
に
向
け
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

［令和2年度「地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る大臣表彰」事例紹介］

企業版ふるさと納税に関し、特に顕著な功績を上げ、他の模範となると認められる活動を行った企業・地方公共団体に対し、
内閣府特命担当大臣（地方創生）が表彰しています。r地方公共団体部門 埼玉県深谷市 郷土の偉人渋沢栄一顕彰x継承プロジェクト l
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（ 取組概要 ） 
市出身の 「渋沢栄一」翁の功績を広く周知する企画展等
の実施 や、渋沢栄 一翁ゆかりの施設の整備を通じて、
観光振興及び地域活性化を目指す。
●渋沢栄 一翁が設立に尽力した 企業や産業に関する

企画展覧会を開催
●旧渋沢邸 「 中の家」の耐震改修工事を実施

口市の職員が企業に何度も訪問して
、
企業との

信頼関係を築き、寄附以外にも消毒関連
機器の無償提供を受けるなど、寄附企業との
新たなパートナー シップを構築している。

［ 総事業費 l 833,079千円 (2019年7月~2023年3月）

� 苓］寄附累計額 55,400千円

r地方公共団体部門 岐阜県飛騨市 飛騨神岡宇宙最先端科学バーク構憩7
（ 取組概要 ） 
宇宙素粒子 観測装置「ス ーパ ー カミオカンデ」など、宇
宙物理学研究を紹介する展示施設を整備し、最先端の
宇宙物理学の魅力を広く伝え、地域のブランド化につな
げる。
●展示施設 「 ひだ宇宙科学館カミオカラボ」を整備

口市長自 らが企業を直接訪問して、17の企業
から 寄附を獲得するとともに、官民学による
一体的な取組を行うこ とで、臨場感のある
施設の整備につなげている。

［ 総事業費 l 296,460千円 (2017年7月~2019年3月）

�寄附累計額
148,600千円

r地方公共団体部門 岡山県瀬戸内市 国宝「山鳥毛」購入活用プロジェクトl
（ 取組概要 ） 
国宝の備前刀『山鳥毛』を購入し、市の観光資源として
活用し、観光振興や、交流人口の拡大を囮る。
● 「山鳥毛」の購入及び企画展示
●民間事業による 「 山鳥毛」関連商品の開発や販売を

促進

口国宝 「 山鳥毛」を里帰りさせるための購入
費用などに充てるため、約1年半で147社に
及ぶ多数の企業からの寄附を獲得している。

312,010千円

r企業部門 株式会社鹿児島銀行 l 

,.,,. �--
―=.,. 

r企業部門 株式会社ホクリク 7 

（ 寄附先である鹿児島県日置市の取組概要 ）
戦国島津ゆかりの地として、 「 戦国島津」に統＿した
対外的アプロ ー チを行い、認知度向上による交流人口の
拡大を図る。
●市職員で、戦国島津氏・家臣に扮する 「 ひおきPR武将

隊」を結成し、県内外でのPR活動を展開
●イベント等 での甲胄体験やSNS等を活用した情報

発信

（ 寄附先である北海道東川町の取組概要 ） 
子どもの自立した人材育成を図るための環境整備や、国際
感覚を暦く相互交流等を実施することにより、子どもたちが
将来的に人財として東川町に戻るサイクルの構築を目指す。
●地域外に進学する学生や、地域外から町へ進学する

学生に奨学助成
•姉妹都市関係にある外国の高校生 と町内高校生を約

1ヶ月間相互派遣

口地域の活性化が、同行の継続的な発展にも
つながるとの考えのもと、9つの地方公共団体
に寄附を行い 、他の地域の金融機関などに
も参考となる。

［ 寄附先 ］鹿児島県（鹿屋市、指宿市、垂水市、薩摩川内市、
日置市、南さつま市、南九州市、南大隅町）、熊本県

227,214千円 (2020年9月30日現在）

三北海道鄭II町における子ども達の国際感覚を
磨くための 国 際交 流事業な どに賛同し、
同社の事業や地縁に関係なく、同町に継続
して寄附を行うと と もに、寄附活用事業に
企画立案段階から携わっている。

［ 寄附先 ］北海道東川町

270,000千円 (2020年9月30日現在）

令和2年10月
人材派遣型

創設！

•� ·.�e�-1: 軍.t. -.�H·4< FJ·• .. +. ·,; 目
「こころざしをカタチにする。 1L 」

企業版ふる さと納税
内閣府地方創生推進事務局一 03-6257-1421 ID輝03-3581-8808

詳しくは、
I 企業版ふるさと納税ポータルサイト 1111 I 令和 3 年3月 I

内閣府地方創生推進事務局

（老朽化、狭隘化への
　　　　　整備が待たれる図書館）

答
未
使
用
区
画
等
に
つ
い

て
は
、
町
で
管
理
・
修
繕
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
墓

地
の
未
管
理
者
へ
は
、
適
正

な
維
持
管
理
に
向
け
、
引
き

続
き
管
理
指
導
を
行
っ
て
い

く
。

答
家
族
等
の
支
援
者
が
要
配

慮
者
を
移
送
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
タ

ク
シ
ー
の
運
賃
補
助
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
等
が
利
用
し

た
場
合
の
助
成
制
度
に
つ
い

て
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

（企業版ふるさと納税のパンフレット）
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楠
くすもと

本 隆
たかのり

典 議員

答
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
白
浜
町
の
焼

却
灰
等
に
つ
い
て
は
、
紀
南
広
域
最
終

処
分
場
へ
搬
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
養
生
期
間
中
の
賃
借
料
、跡
地
利
用
、

作
業
道
の
維
持
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
、
公
害
防
止
対
策
協
議
会
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
や
水
質
検
査
等
が
養
生
期
間

中
も
行
わ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
養
生
期
間
中
で
あ
っ
て
も
土
地
の
賃

借
料
は
支
払
う
予
定
で
あ
り
、
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
養
生
期
間
中

の
作
業
道
の
維
持
管
理
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
調
査
、
水
質
調
査
等
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

答　
減
額
給
与
で
現
職
は
維
持
。
将
来
的
に
改
正
必
要

　

問　
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

（白浜町最終処分場）

正
ま さ き

木 秀
ひ で お

男 議員

問
海
水
浴
場
等
に
お
け
る
事
故
等
へ
の

対
策
、
対
応
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
白
浜
警
察
署
管
内
海
域
レ
ジ
ャ
ー
事

業
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
及
び
紀
南
地

区
海
上
安
全
対
策
協
議
会
で
様
々
な
対

応
、
取
組
を
進
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
経
済
活
性
化
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
や
ワ
ク

チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
導
入
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
実
現
す
れ
ば
、
可
能
な
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

問
休
校
等
に
伴
う
保
護
者
へ
の
経
済

的
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
休
業
補
償
等
は
考
え
て
い
な
い
が
、

保
育
園
が
臨
時
休
園
と
な
っ
た
場
合
に

は
、日
数
に
応
じ
保
育
料
を
還
付
す
る
。

教
育
現
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
、
教
育
現
場
で
の
対
策
、

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
小
中
学
校
の
学
校
運
営
に
つ
い
て

は
、
文
部
科
学
省
が
示
し
た
「
学
校
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

基
づ
い
て
運
営
し
て
お
り
、
感
染
者
の

発
生
場
所
や
状
況
に
よ
り
、
和
歌
山
県

教
育
委
員
会
、
田
辺
保
健
所
と
連
携
を

図
り
、
指
導
を
得
た
う
え
で
判
断
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
　

答　
各
種
協
議
会
で
様
々
な
対
応
、
取
組
を
進
め
て
い
る

　

問　
海
水
浴
場
等
で
の
事
故
防
止
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

（白良浜海水浴場）

問
町
の
決
算
状
況
か
ら
し
て
、
町
長
・

副
町
長
の
給
与
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
お
ら
れ
る
か
伺
い
た
い
。

答
人
口
・
財
政
力
指
数
等
の
県
内
状
況

か
ら
、
財
源
的
に
は
余
裕
は
あ
る
が
、

町
長
・
副
町
長
の
給
与
が
高
い
、
安
い

と
の
判
断
は
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

問
平
成
29
年
12
月
に
条
例
改
正
が
行
わ

れ
た
が
、
町
長
等
の
給
与
を
元
に
戻
す

条
例
改
正
を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
で
き
れ
ば
近
い
う
ち
に
議
案
を
上
程

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
現
町
長
の

任
期
中
は
現
状
の
給
与
と
す
る
よ
う
な

給
与
減
額
を
附
則
に
盛
り
込
み
た
い
。

町
の
行
政
課
題
に
つ
い
て

問
白
浜
町
最
終
処
分
場
の
契
約
期
限
で

あ
る
令
和
５
年
３
月
以
降
も
当
該
施
設

に
残
土
を
投
棄
で
き
る
の
か
。
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長
な が の

野 莊
そういち

一 議員

問
公
共
交
通
と
は
別
の
、
交
通
弱
者
の

支
援
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

答
新
た
な
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
高

齢
者
及
び
運
転
免
許
証
返
納
者
を
対
象

と
し
た
補
助
制
度
を
検
討
中
で
あ
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問
狩
猟
期
間
中
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
奨

励
金
交
付
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
狩
猟
意
欲
の
高
揚
が
期
待
さ
れ
、
一

定
の
効
果
は
見
込
め
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

少
子
化
対
策
と
子
育
て
世
代
の
支

援
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問
結
婚
や
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
な
ど

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
切
れ
目
な
く
支

え
て
、
若
者
を
町
へ
移
住
と
定
住
を
促

進
す
る
制
度
の
考
え
は
。

答
移
住
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、
移

住
者
農
林
水
産
就
業
補
助
金
や
県
外
か

ら
の
移
住
者
に
対
す
る
空
き
家
改
修
補

助
金
を
活
用
し
た
、
移
住
相
談
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問
感
染
防
止
対
策
を
再
度
徹
底
し
、
町

民
皆
で
協
力
し
、
年
末
に
向
け
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
町
長

の
決
意
を
伺
う
。

答
町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

国
難
と
も
言
え
る
状
況
を
乗
り
越
え
、

安
心
・
安
全
に
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

答　
新
た
な
補
助
制
度
の
創
設
に
向
け
検
討
を
進
め
る

　

問　
交
通
弱
者
に
対
す
る
今
後
の
支
援
策
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

廣
ひろはた

畑 敏
と し お

雄 議員

問
富
田
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
農
業
研
修
会
館
を
建
て
替
え
、
住

民
文
化
会
館
と
し
て
は
如
何
か
。
ま
た
、

当
面
建
築
が
で
き
な
い
な
ら
、
集
会
室
、

図
書
館
分
室
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
で
き

る
よ
う
改
修
が
で
き
な
い
か
。
特
に
、

図
書
館
富
田
分
室
の
防
音
に
つ
い
て
は
、

集
会
室
利
用
と
の
関
係
で
、
落
ち
着
い

て
図
書
が
利
用
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

が
如
何
か
。

答
現
時
点
で
は
大
規
模
な
改
修
で
な

く
、
利
用
者
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

必
要
な
改
修
を
適
宜
行
い
な
が
ら
、
施

設
を
維
持
し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
図

書
館
富
田
分
室
の
老
朽
化
・
狭
隘
化
や

設
備
の
充
実
に
つ
い
て
も
、
町
民
に
親

し
ま
れ
、
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
す

べ
く
、
取
組
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

交
通
弱
者
の
支
援
に
つ
い
て

問
医
療
に
係
る
交
通
手
段
に
つ
い
て
、

近
く
の
バ
ス
停
ま
で
が
遠
い
。
乗
合
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
施
策
は
如
何
か
。

答
公
共
交
通
施
策
と
し
て
デ
マ
ン
ド
型

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
は
困
難
で

あ
る
が
、
現
存
既
存
の
公
共
交
通
と
は

別
に
、
新
た
な
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、

　
　

答　
必
要
な
改
修
を
行
い
施
設
の
維
持
に
努
め
た
い

　

問　
富
田
地
域
へ
住
民
文
化
会
館
の
建
築
を
要
望
す
る

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

（新たな建築を要望した農業研修会館）

（移動支援のイメージ図）

高
齢
者
及
び
運
転
免
許
証

返
納
者
を
対
象
と
し
た
助

成
制
度
を
検
討
中
で
あ
る
。

制
度
内
容
等
が
決
定
す
れ

ば
改
め
て
お
知
ら
せ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
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小
こ も り

森 一
かずのり

典 議員

問
県
道
日
置
川
・
大
塔
線
改
良
事
業
の

進
捗
状
況
及
び
日
置
大
橋
交
差
点
の
早

期
拡
幅
に
つ
い
て
、
当
局
の
見
解
は
。

答
県
道
日
置
川
・
大
塔
線
改
良
事
業
は

現
在
、
久
木
地
区
で
７
６
０
ｍ
の
改
良

事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

交
差
点
改
良
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道
路
管
理
者
に
要
望
し
て
参
り
た
い
。

日
置
川
地
域
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

り
、
玉
伝
地
区
避
難
所
が
旧
玉
伝
小
学

校
校
舎
か
ら
玉
伝
区
民
会
館
へ
変
更
と

な
っ
た
が
、
施
設
の
設
備
等
を
考
慮
し
、

再
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
将
来
的
に
土
砂
災
害
に
よ
る
危
険
性

が
排
除
さ
れ
れ
ば
、
改
め
て
地
元
区
様

に
も
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
避
難

所
と
し
て
活
用
し
た
い
。

日
置
川
地
域
の
地
域
活
性
化

問
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
著
し
い

日
置
川
地
域
に
お
い
て
、
地
域
力
の
維

持
や
強
化
を
目
的
と
し
た
集
落
支
援
員

制
度
の
導
入
を
提
案
す
る
が
、
当
局
の

見
解
を
伺
う
。答

集
落
支
援
員
制
度
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
適
当
な

人
材
の
登
用
に
向
け
、
前

向
き
に
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　
　

答　
交
差
点
改
良
に
向
け
管
理
者
に
要
望
し
て
い
く

　

問　
日
置
大
橋
交
差
点
の
早
期
拡
幅
を
求
め
る

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

（改良を求めた日置大橋交差点）

辻
つじ

 成
せ い き

紀 議員

問
住
民
生
活
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
支
援

と
し
て
、
ご
み
袋
を
一
定
期
間
無
料
配

布
す
る
な
ど
の
考
え
は
。

答
配
布
対
象
者
、
配
布
方
法
、
配
布
期

間
な
ど
課
題
も
多
く
、
ご
み
袋
の
無
料

配
布
の
実
施
は
困
難
と
考
え
る
。

　
　問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
白
浜
町
の
経
済

動
向
の
状
況
、
ま
た
、
観
光
業
が
お
か

れ
て
い
る
現
状
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

観
光
業
や
商
工
関
係
へ
の
支
援
や
取
組

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答
昨
年
か
ら
続
く
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
経
済
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施

中
の
事
業
の
申
請
期
間
を
延
長
す
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
や
国
県
等
の
制

度
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
経
済
団
体

と
も
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
様
々

な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
今
後
の

町
の
施
策
、
観
光
振
興
施
策
の
将
来
展

望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
観
光
地
白
浜
と
し
て
、
安
心
・
安
全

を
大
前
提
に
、
他
の
観
光
地
に
遅
れ
を

と
る
こ
と
な
く
、
観
光
客
誘
致
や
地
域

内
消
費
の
喚
起
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
日
置
川
地
域
の
観
光
動
態
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
日
置
川

魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
ど
の
よ

う
な
取
組
か
伺
う
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
活
動
は
困
難
を

極
め
て
い
る
。
日
置
川
魅
力
発
信
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
日
置
川
町
商
工
会
が
事
業

主
体
と
な
り
、
日
置
川
地
域
の
魅
力
を

伝
え
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
事
業
。

　
答　
配
布
方
法
な
ど
の
課
題
も
多
く
、
実
施
は
困
難

　

問　
ご
み
袋
を
一
定
期
間
無
料
配
布
す
る
な
ど
の
考
え
は

問

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

（事業活用を提案した　　　
　白浜町指定もえるごみ専用袋）

一　般　質　問
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　■決算審査特別委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　
　【　決算審査特別委員会とは　】
　　決算審査特別委員会は、「決算認定」に係る議案が提出された９月定例会において、その認定審査のために設置
　される委員会です。
　　「決算認定」とは、議会が、一会計年度の歳入歳出予算の執行の実績である決算について、その内容を審査した
　上で、収入・支出が適法かつ正当に行われたかどうかを確認することをいいます。
　　白浜町では、以下の委員会構成、日程で、決算の審査を行いました。

　【　委員会構成　】
　　委  員  長　廣畑　敏雄
　　副委員長　堅田　府利
　　委　　員　正木　秀男、　南　勝弥、　小森　一典、　松田　剛治

　【　委員会開催日程　】
　　１０月４日（月）　９：３０～（総括、総務課、日置川事務所、観光課、建設課）
　　１０月５日（火）　９：３０～（教育委員会、民生課、富田事務所、農業委員会、農林水産課）
　　１０月６日（水）　９：３０～（消防本部、税務課、生活環境課、地域防災課、上下水道課）
　　１０月７日（木）　９：３０～（住民保健課、総括、現地視察）

　
　　令和３年１０月４日から７日までの４日間、審査を行い、収入及び支出が適正に行われているか確認しました。
　　また、最終日には、令和２年度に事業実施した、白浜町ＩＣＴオフィスビル「ANCHOR アンカー」　（写真右上）、
　自動心臓マッサージシステム（写真左下）、三段壁遊歩道整備事業（写真右下）について現地調査を行いました。

　　



　■観光建設農林常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　
　
　【　委員会構成　】　委  員  長　水上　久美子　　副委員長　松田　剛治
　　　　　　　　　　委　　員　堀　匠、　楠本　隆典、　廣畑　敏雄、　長野　莊一、　堅田　府利

　【　常任委員会　】　常任委員会とは、複雑化する議案等を合理的・能率的に調査・審議するために、部門別に設置
　　　　　　　　　　される審査機関で、白浜町には「総務文教厚生、観光建設農林」の２つの委員会があります。

　□委員会視察　
　【　調査日程等　】
　　委  員  会：観光建設農林常任委員会
　　調査日時：令和３年５月２０日（木）
　　　　　　　１３時３０分～
　　調査対象：南紀白浜空港
　　　　　　　（株式会社　南紀白浜エアポート）
　　調査事項：南紀白浜空港におけるコロナ対策と
　　　　　　　地域活性化について
　　
　　　当町の基幹産業である観光業が、コロナ禍にお
　　いて非　常に深刻な打撃を受ける中、観光の玄関
　　口である、南紀白浜空港がどのような感染対策を
　　行いながら観光振興に　取り組んでいるのか、現
　　地視察を含め調査を行いました。

　□委員会視察　
　【　調査日程等　】
　　委  員  会：観光建設農林常任委員会
　　調査日時：令和３年７月１３日（火）　
　　　　　　　１３時００分～
　　調査対象：西日本高速道路株式会社　
　　　　　　　関西支社　和歌山工事事務所
　　調査事項：近畿自動車道紀勢線４車線化工事の進
　　　　　　　捗状況と完成後の地域活性化について

　　　令和３年末までに完成を予定している、近畿自
　　動車道紀勢線４車線化工事の進捗状況について現
　　地調査等を行いました。工事完成後は、交通イン
　　フラの向上により、当町の観光業の更なる発展、
　　拡大が期待されます。
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　■総務文教厚生常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　【　委員会構成　】　委  員  長　辻　成紀　　副委員長　小森　一典
　　　　　　　　　　委　　員　西尾　智朗、　正木　秀男、　南　勝弥、　溝口　耕太郎
　
　【　事務調査権　】　地方公共団体の事務に関する調査権は、常任委員会にだけ認められており、それを積極的に
　　　　　　　　　　活用することで、執行機関を監視し、チェックする等の役割を果たすこと等が期待されます。
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　□所管事務調査　
　【　調査日程等　】
　　委  員  会：観光建設農林常任委員会
　　調査日時：令和３年７月１３日（火）
　　　　　　　１０時～
　　調査対象：白浜町役場　観光課
　　調査事項：地域活性化及び観光振興施策について

　　　コロナ禍において非常に深刻な打撃を受けてい
　　る観光業について、令和３年度の事業計画並びに、
　　アフターコロナを見据えた、地域活性化及び観光
　　振興施策について説明を受けました。
　　　コロナ禍において急速に変化する社会情勢や価
　　値観を的確に捉え、疲弊する観光業等に適切に対
　　処していけるよう、意見しました。

　□所管事務調査　
　【　調査日程等　】
　　委  員  会：総務文教厚生常任委員会
　　調査日時：令和３年７月２８日（水）
　　　　　　　議員懇談会終了後
　　調査対象：白浜町役場　民生課
　　調査事項：湯崎保育園園舎建設事業について

　　　令和４年度中に完成を予定している白浜町湯崎
　　保育園の新園舎建設事業について、令和３年度の
　　工事進捗状況並びに、今後の工程等について説明
　　を受けました。
　　　園児・保護者、地域等から望まれる園舎の建設
　　に向けて、早期・確実な事業執行を行えるよう、
　　意見しました。



発委第11号　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　

　提 出 者　白浜町議会運営委員長　南　勝弥
　採決結果　可決（全会一致）

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

14NO.62

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的
・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度
においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防
災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保障
等への対応に迫られており、このためには、地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に
実現されるよう、強く要望する。

記

１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針　
　２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確　
　保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ　
　、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断　
　じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策とし　
　て講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであ　
　り、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と　
　同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の　
　延長について、更なる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方　
　に税源配分すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　
　令和３年９月２２日 　　　和歌山県白浜町議会 

【提出先】　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　経済産業大臣
　　　　　内閣官房長官　経済再生担当大臣　　　　　

提　出　し　た　意　見　書
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▷▷ 町議会 ・ 町議会議長の主な動き （７月～９月）

３０日　 紀南地方老人福祉施設組合
臨時議会

３１日　 議会運営委員会

９月７日　 第３回定例会第１日
全員協議会

１６日　 第３回定例会第２日
議会運営委員会

１７日　 第３回定例会第３日
議会運営委員会

２１日　
第３回定例会第４日
議会運営委員会
議員定数等検討特別委員会

２２日　
第３回定例会第５日
議会運営委員会
全員協議会
議会広報特別委員会

２９日　 紀南環境広域施設組合議会
定例会（田辺市）

７月１日　 白良浜海水浴場安全祈願祭

６日　 大辺路衛生施設組合議会
（すさみ町）

８日　 議会広報特別委員会

９日　 和歌山県議長会臨時正副会長会・
理事会（和歌山市）

１３日　 観光建設農林常任委員会
行政調査（有田市）

１９日　 紀南病院組合議会（田辺市）

２１日　 紀南地区海上安全対策協議会
定例総会（田辺市）

２６日　 富田川治水組合議会（上富田町）

２７日　 和歌山県後期高齢者医療広域連合
議会（和歌山市）

２８日　
議会運営委員会
全員協議会
総務文教厚生常任委員会

２９日　 県高規格幹線道路建設促進委員会
通常総会（和歌山市）

３０日　 富田川衛生施設組合議会

８月３日　 田辺周辺広域市町村圏組合議会
定例会（田辺市）

１０日　 リモート行政視察受入れ
（埼玉県日高市議会）

１７日　
全員協議会
議員定数等検討特別委員会
議会運営委員会

２４日　
富田中学校体育館落成式
中学生議会
和歌山県議長会県知事へ要望活動

（和歌山市）



町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

日 月 火 水 木 金 土
11/28 29 30

 議会運営委員会
 10:00 ～

12/1 2 3 4

5 6 7
 第１日
 提案説明等
 10:00~

8
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

9 10 11

12 13 14 15 16
 第２日
 一般質問
 10:00~

17
 第３日
 一般質問
 10:00~

18
（休会）

19 20 21
 第４日
 議案審議
 10:00~

22
 第５日
 議案審議
 10:00~

23 24 25

12 月議会の日程は、11 月 30 日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

編 集 後 記

　議会広報特別委員会
　委 員 長　長野　莊一
　副委員長　堅田　府利
　委 員　廣畑　敏雄
　　 　 　　小森　一典
　　 　 　　溝口　耕太郎

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

次 回 日 程
次回定例会（12 月）の会期は、12 月 7 日（火）から 22 日（水）までの予定です。

　令和２年９月議会から、議会広報の一環
として一般質問の様子を FM ビーチステー
ションにて放送しております。（76.4MHz）
　多くの方に聞いてもらえるよう、また、
新型コロナウイルス感染症対策として議会
の傍聴をお控えになる方にかんがみまして、
限られた時間ではございますが、放送を始
めております。放送予定については、議会
のホームページ等でお知らせしていますの
で、是非聞いてみてください。

お 知 ら せ
　令和２年２月１３日に、和歌山県内初の
新型コロナウイルス感染者が確認されてか
ら、早１年と数カ月になります。
　新型コロナウイルスの第５波が収束し、
政府は緊急事態宣言等を９月末で解除しま
したが、専門家からは「冬には第６波の襲
来も懸念される。警戒と対策を続けるべき
だ」との訴えもあります。
　町民の皆様方には改めて、「３密」（密集・
密接・密閉）の回避、マスクの着用、こま
めな手洗いなどの徹底をお願いします。
　感染予防対策を再度、徹底することで、
国難ともいえる状況を町民の皆様とともに
乗り越え、年末に向けて安心・安全に普段
の生活が早く送れるように、みんなで寄り
添い、頑張っていきましょう。　　（長野）


